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１ 開 会 

○教育長 ただ今から、教育委員会８月定例会を開会する。 

本日の議題である報第３号については人事案件であるため、また、報第４

号並びに議案第３１号、第３２号については公開することによって、教育行

政の公正、円滑な運営に著しい支障を及ぼす恐れがあるため、これらを非公

開としたいがよろしいか。 

 

（異議なしの声） 

 

○教育長 報第３号、第４号並びに議案第３１号、第３２号については非公開

とする。ついては、議事進行上、非公開案件の審議を「その他」終了後とし

たいが、よろしいか。  

 

（異議なしの声）       

 

 

２ 前回会議録の承認 

平成２７年７月２１日（火）の定例会会議録について、承認した。 

 

 

３ 付議事項 

議案第３０号 

平成２８年度和歌山県立高等学校入学者選抜実施要項について 

○教育長 議案第３０号「平成２８年度和歌山県立高等学校入学者選抜実施要

項」について説明願いたい。 

 

○県立学校教育課長 基本的には平成２７年度の要項を踏襲している。変更内

容は、日程の変更、組織改編に伴い学校指導課から県立学校教育課への変更、

伊都中央高等学校開校準備委員長という文言を伊都中央高等学校の開校に伴

い削除、また伊都中央高等学校（通信制）の事務を紀の川高等学校（通信制）

が終了するまでは紀の川高等学校で取り扱うことになっているので、願書に

ついても紀の川高等学校の住所へ提出としている。スポーツ推薦については、

国体等の影響でスポーツへの気運が高まっていることもあり各学校のスポー

ツが活性化しているため、平成２７年度から２競技増の１４校６１競技スポ

ーツでの実施となる。その他、和歌山北高等学校普通科（西校舎）及びスポ

ーツ健康科学科について、本来西校舎で実施するものであるが、西校舎の工



事が完了していないため北校舎で実施する。最後に、和歌山商業高等学校の

選考基準が、従来は調査書５０％、学力検査５０％であったのを、学力検査

に重きを置くため、調査書４０％、学力検査６０％と変更した。また、和歌

山北高等学校西校舎及び串本古座高等学校で実施していた面接検査を廃止し

た。以上が今回の変更点となっている。 

 

○教育長 選考基準で調査書と学力検査の比率の話もでたが、大阪で話題とな

っているような内申点の評価方法について、本県では大丈夫か。 

 

○県立学校教育課長 和歌山県の調査書の評価方法は、以前は相対評価であっ

たが現在は絶対評価で、到達目標の達成度を評価するものとなっている。た

だ各学校でばらつきがでては困るので、学校から評価の一覧表を県教委へ提

出いただき、ばらつきが極端ではないかをチェックできるようにしている。 

 

○野村委員 何を基準に絶対評価しているのか。 

 

○県立学校教育課長 授業の到達目標に到達しているかを５段階で評価してい

る。授業の到達目標の基準というのは学習指導要領によるものである。 

 

○学校教育局長 今説明があったように授業の到達目標の基準というのは学習

指導要領によるものだが、大阪府で問題となっているのは、評価の際に学校

や教員によって感覚的な差異がでてしまい信憑性に欠けるのではないか、学

校間の学力の差をどう考えるのか、ということである。和歌山県も相対評価

から絶対評価に変更する際に同じような議論があったため、学校から評価の

一覧表を提出してもらい確認をするなどの対策を実施している。今回大阪市

は共通の尺度が必要でないかということで、事前にテストを実施して調整す

るといった議論が起こったが、様々な検討の結果、大阪府として全国学力調

査を調査書の評定に利用する方針が出されている。 

 

○野村委員 現場へのフィードバックが大切であると考える。 

 

○教育長 いつ頃要項を配付するのか。 

 

○県立学校教育課長 ９月上旬。校長会や地方別説明会で配付する。 

 

 



○教育長 昨年度から全国的に採点ミス等の問題もある。中学校との信頼関係

が大切であるので、校長会等でシステム上のチェックをより一層行うよう、

各学校に説明していただきたい。 

それでは、よろしいか。 

 

（異議なしの声） 

 

○教育長 議案第３０号については、原案のとおり決定する。 

 

 

４ 諸 報 

「行事予定」について、事務局より説明。 

 ＜主な日程＞ 

  ８月３０日（日） 紀の国わかやま国体・紀の国わかやま大会 

和歌山県選手団結団壮行式 

  ９月 １日（火） 県立学校訪問  

      ～４日（金）   

  ９月１５日（火） ９月教育委員会定例会 

  ９月２６日（土） 紀の国わかやま国体 総合開会式 

 １０月 ６日（火） 紀の国わかやま国体 総合閉会式 

 １０月２０日（火） １０月教育委員会定例会 

１０月２４日（土） 紀の国わかやま大会 総合開会式 

 １０月２６日（月） 紀の国わかやま大会 総合閉会式 

 

 

５ その他 

「平成２８年度和歌山県立学校校長・教頭候補者選考実施要項」 

「平成２８年度和歌山県立学校事務長候補者選考実施要項」について    

○教育長 「平成２８年度和歌山県立学校校長・教頭候補者選考実施要項」及

び「平成２８年度和歌山県立学校事務長候補者選考実施要項」について説明

願いたい。  

 

○学校人事課長 例年から特に変更はない。まず校長・教頭候補者選考実施要

項について、趣旨は校長・教頭としてふさわしい資質、能力、適性等を備え

た人物を選考するものである。受検資格は、校長は４５歳以上で２年以上の

教頭（副校長）経験を有する者等で、教頭は４０歳以上で教育に関する職に



１０年以上あった者等である。出願方法は学校長の推薦及び自己推薦、出願

手続きは学校長が必要書類を平成２７年９月３０日までに学校人事課長あて

提出することとなっている。選考方法は、第１次検査（筆答検査、論文検査、

面接検査（教頭候補者のみ））、第２次検査（面接検査）及び日頃の勤務実績

となっている。選考日は、第１次検査は１１月７日、第２次検査は１２月１

９日及び２０日で、選考結果は第１次検査は１２月上旬、第２次検査は平成

２８年２月上旬に、学校長を通じて志願者あて通知する。合格者は管理候補

者名簿に登載される。 

続けて、事務長候補者選考実施要項について、受検資格は３年以上の事務

長補佐経験を有した４５歳以上の主任で、県内いずれの地域でも勤務可能な

者である。推薦手続きは、学校長が必要書類を９月３０日までに学校人事課

長あて提出することとなっている。選考方法は筆答検査、論文検査、面接検

査及び日頃の勤務実績によるものである。選考日は、筆答検査、論文検査が

１１月７日、面接検査が１２月１９日である。選考結果は平成２８年２月上

旬頃学校長を通じ志願者あて通知し、合格者は事務長候補者名簿に登載され

る。 

  

○佐藤委員 待機者は何名程いるのか。 

 

○学校人事課長 校長９名、教頭３名、事務長０名である。 

 

○佐藤委員 合格順に校長等になるのか。 

 

○学校人事課長 学校の状況や専門性等も考慮し、総合的に判断する。 

 

○山本委員 校長の第１次検査において面接はないのか。 

 

○学校人事課長 教頭になる際に面接を行っている。また、第２次検査でもし

っかり面接検査を行っている。 

 

○山本委員 日頃の勤務実績とは、校長による評価なのか。 

 

○学校人事課長 校長が作成した勤務評定書を参考にして勘案している。 

 

○竹山委員 和歌山市教委との話し合いで、教頭職になって欲しい人材を年齢

等の制約で推薦できないことがあると聞いた。受検資格の変更等、候補者を



増やす働きかけはしているのか。 

 

○学校人事課長 近年管理職候補者の人材不足が危惧されている。研修や行政

経験等を通し、管理職にふさわしい人材の確保に努めている。 

 

○学校教育局長 人材不足については私たちも気にしており、管理職候補者が

非常に少ない状況である。教頭は多忙で、教壇に立ち続ける方がいいと思う

教員も多い。教頭職に魅力を感じるような環境づくりが必要である。 

 

○山本委員 現場の教頭に聞くと、校長によっても仕事量が変わってくると聞

いた。校長の意識も重要であると考える。 

 

○教育長 今年度末も定年退職は多いのか。 

 

○学校人事課長 かなり多い。 

 

○教育長 教頭になるべき教員を教頭になるよう説得することも校長の責務で

あると考える。説得ができる校長であって欲しいと思う。 

 

○佐藤委員 学校に教頭は何名いるのか。 

 

○学校人事課長 基本的には１名。学校によっては２名のところもある。 

 

○教育長 御意見、御質問等よろしいか。 

それでは、ここより非公開の案件とする。 

 

 

 

＜非公開議案＞ 

 

報第３号  

平成２８年春の叙勲（スポーツ振興功労）候補者の推薦について      

スポーツ課長から、平成２８年春の叙勲（スポーツ振興功労）候補者の推

薦について説明があり、審議の結果、報告のとおり了承された。 

 

 



報第４号  

県立特別支援学校教科用図書（検定済教科書及び文部科学省著作教科書）採択

について      

特別支援教育室長から、県立特別支援学校教科用図書（検定済教科書及び

文部科学省著作教科書）採択について説明があり、審議の結果、報告のと

おり了承された。 

 

議案第３１号  

県立特別支援学校教科用図書（一般図書）採択について 

特別支援教育室長から、県立特別支援学校教科用図書（一般図書）採択に

ついて説明があり、審議の結果、原案のとおり決定した。 

 

議案第３２号  

県立中学校教科用図書採択について 

義務教育課長から、県立中学校教科用図書採択について説明があり、審議

の結果、原案のとおり決定した。 

 

 

６ 閉 会 

○教育長 これで、予定されていた議事が全て終了したので、８月定例会を閉

会する。 

（１６：０２閉会） 

 


